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は
、
個
人
や
企
業
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
20
名
分
の

シ
ュ
ー
ズ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
や
秋
の
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
の
時
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
が
Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
館
に
集
い
、
ご

み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
や
Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
館
は
地
域
活
性
化

の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
唐
人
町
商
店
街
を

中
心
に
地
域
は
次
第
に
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
居
住
支
援
か
ら
始
ま
っ
た
空
空
の
活

動
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
地
域
の
活
性
化
へ
と

繋
が
り
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
広
が
り
を
み
せ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
空
家
・
空
地
活
用
サ
ポ
ー
ト

�

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ　
副
代
表
理
事　
内
川
実
佐
子
）

「
し
き
し
ま
♡
と
き
め
き
プ
ラ
ン
」

　
愛
知
県
豊
田
市
の
山
村
部
に
位
置
す
る
敷
島
自
治

区（
９
集
落
、
３
２
２
世
帯
、
８
７
７
人
、
旧
小
学

校
区
）は
、
市
内
で
最
も
過
疎
の
進
行
が
著
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
つ
で
あ
る
。
平
成
22
年
、
都
市
部

か
ら
移
住
、
新
規
就
農
に
取
り
組
む
若
者
た
ち
か
ら

刺
激
を
受
け
、
ふ
る
さ
と
を
守
り
抜
く
こ
と
を
決

意
し
、
住
民
自
ら「
し
き
し
ま
♡
と
き
め
き
プ
ラ
ン

２
０
１
０
」を
策
定
し
た
。
排
他
的
で
あ
っ
た
地
域
は

一
変
し
、
プ
ラ
ン
を
道
し
る
べ
に
、
空
き
家
活
用
に

よ
る
移
住
者
受
け
入
れ
に
取
り
組
み
、
10
年
間
で
40

世
帯
、
98
人
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
成
果

な
ど
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
過
疎
地
域
自
立
活
性
化

優
良
事
例
表
彰「
総
務
大
臣
賞
」を
受
賞
し
た
。

新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
を
受
け
止
め
て
前
に
進
む

　
し
か
し
、
小
学
校
の
児
童
数
増
加
や
ス
モ
ー
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
起
業
が
相
次
ぐ
な
ど
の
効
果
を
も
た
ら
し

た
も
の
の
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
令
和
２
年
に
策
定
し
た「
し
き

し
ま
♡
と
き
め
き
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」で
は
、
し
き
し

ま
を
幸
せ
な
暮
ら
し
の
場
と
し
て
次
世
代
に
つ
な
ぐ

た
め
、
人
口
の
奪
い
合
い
や
地
域
間
競
争
で
は
な
く
、

縮
ん
で
い
く
社
会
を
受
け
止
め
、「
結
」の
あ
っ
た
か

つ
て
の
共
同
体
中
心
社
会
の
再
構
築
、
住
民
同
士
が

支
え
合
い
、
都
市
と
つ
な
が
る
新
た
な
自
治「
関
係
自

治
」の
実
現
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。

「しきしま♡ときめきプラン」策定に向けた公開討論会には、中学生や都市部
の関係人口も参加する。（2014.11.22）
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地
域
運
営
組
織
と
活
動
拠
点「
し
き
し
ま
の
家
」

　
「
と
き
め
き
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」で
は
、「
支
え
合
い

社
会
創
造
」「
農
地
保
全
」「
未
来
に
向
け
た
構
造
改

革
」の
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
地
域
運
営
組
織
と
そ
の
活
動
拠
点「
し

き
し
ま
の
家
」を
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
。
空
き
物
件

と
な
っ
て
い
た
旧
保
育
所
を
借
り
受
け
、
地
域
住
民
、

都
市
部
企
業
や
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
Ｄ
Ｉ

Ｙ
で
改
装
、
水
回
り
、
電
気
な
ど
の
専
門
工
事
に
か

か
る
費
用
は
、
住
民
の
寄
付
金
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
約
４
０
０
万
円
を
調
達
し
た
。
令
和
５

年
４
月
に「
し
き
し
ま
の
家
」は
、
カ
フ
ェ
「
ふ
ら
っ

とyui

」を
併
設
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

年
間
１
０
０
件
の
困
り
ご
と
相
談
、

５
０
０
０
人
の
利
用

　
令
和
５
年
度
、
農
林
水
産
省
の
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
モ
デ

ル
形
成
支
援
事
業
の
採
択
に
よ
り
、
農
用
地
保
全
、

地
域
資
源
活
用
、
生
活
支
援
に
か
か
る
様
々
な
実
証

に
取
り
組
み
、
地
域
の
持
続
化
を
展
望
す
る
大
き
な

成
果
を
あ
げ
た
。
住
民
の
困
り
ご
と
を
住
民
が
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
す
る「
支
え
合
い
シ
ス
テ
ム
」

実
証
で
は
、
草
刈
り
や
高
齢
者
の
移
動
支
援
な
ど

１
０
０
件
の
相
談
を
受
け
、
75
件
を
解
決
し
た
ほ
か
、

山
村
課
題
の
上
位
を
占
め
る
草
刈
り
の
省
力
化
に
向

け
た
、
愛
知
工
業
大
学
と
連
携
し
た「
草
刈
り
ロ
ボ
ッ

ト
」開
発
、
高
齢
農
家
と
中
学
生
、
都
市
部
外
食
産
業

な
ど
が
連
携
し
た
特
産
品
開
発「
ハ
ラ
ペ
ー
ニ
ョ
（
青

唐
辛
子
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
大
き
く
進
展
し
た
。
ま

た
、
毎
月
開
催
す
る
マ
ル
シ
ェ
「
ふ
ら
っ
と
祭
」は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
２
０
０
名
以
上
来
場
す

る
、
地
域
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
た
。

　

都
市
や
山
村
、
多
世
代
の
様
々
な
人
々
が
、
居
場

所
と
な
る
拠
点
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
集
い
つ
な
が

る
こ
と
が
、
地
域
課
題
の
解
決
、
地
域
の
持
続
化
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。

都
市
と
つ
な
が
る
新
た
な
自
治
の
か
た
ち

「
関
係
自
給
」

　
「
関
係
自
治
」は
、
敷
島
自
治
区
が
独
自
に
提
唱
す

「しきしまの家」の改装は、地域住民、都市部企業、大学のボラン
ティアなどの参加により行われた。（2022.8.20）

農村RＭＯ実証事業として、愛知工業大学と連携して草刈り
ロボット開発に取り組む。（2024.6.13）

「しきしまの家」オープン式には、豊田市長始め地域住民200名が参
加し完成を祝った。（2023.4.1）
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る
概
念
で
あ
る
。
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
拡
大

す
る
地
域
課
題
は
、
住
民
の
努
力
だ
け
で
は
も
は
や

解
決
で
き
な
い
。「
関
係
人
口
」を
自
治
の
主
体
に
加

え
、
相
互
利
益
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
山
村
を
幸
せ

な
暮
ら
し
の
場
と
し
て
次
世
代
に
つ
な
ぐ
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。「
関
係
自
治
」の
好
事
例
と
し
て「
自
給

家
族
」が
あ
げ
ら
れ
る
。
自
治
区
内
押
井
町
を
発
祥
と

す
る「
自
給
家
族
」は
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
、
生
産

者
と
消
費
者
が
家
族
契
約
を
結
び
、
農
地
、
農
村
景

観
を
保
全
し
つ
つ
、「
関
係
人
口
」と
な
る
消
費
者
に

安
全
で
美
味
し
い
特
別
栽
培
米
を
長
期
安
定
供
給
す

る
Ｃ
Ｓ
Ａ
農
業
で
あ
る
。「
押
井
の
里
・
自
給
家
族
」

を
自
治
区
全
体
に
広
げ
る「
し
き
し
ま
の
家
・
自
給
家

族
」実
証
は
、
令
和
６
年
度
に
２
０
０
家
族
達
成
を
目

指
し
て
お
り
、
７
ｈ
ａ
の
農
地
が
荒
廃
か
ら
守
ら
れ
、

７
グ
ル
ー
プ
18
名
の
高
齢
農
家
が
特
別
栽
培
米
の
生

産
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

課
題
と
未
来
へ
の
展
望

　

令
和
６
年
４
月
に
カ
フ
ェ
「
ふ
ら
っ
とyui

」が
、

ラ
ン
チ
、
弁
当
の
配
食
を
開
始
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
以
降
、「
し
き
し
ま
の
家
」の
利
用
者

数
は
激
増
し
て
い
る
。
月
８
０
０
人
、

年
間
１
０
０
０
０
人
以
上
の
利
用
が
見

込
ま
れ
る
。
困
り
ご
と
相
談
件
数
も
比

例
し
て
増
加
し
、
年
間
２
０
０
件
を
超

え
る
見
込
み
で
、
み
ん
な
の
た
ま
り
場
、

共
食
の
場
の
存
在
の
絶
大
な
効
果
が
表

れ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
地
域
運
営
組
織
及

び
活
動
拠
点「
し
き
し
ま
の
家
」の
安
定

経
営
、
財
源
、
人
材
の
行
政
支
援
に
依

存
し
な
い
確
保
で
あ
る
。
こ
の
実
現
に
向

け
、
供
給
電
力
量
に
応
じ
地
域
課
題
協

力
金
を
給
付
す
る
地
域
電
力
会
社
㈱
三

河
の
山
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ワ
ー
へ
の
全

世
帯
加
入
、「
自
給
家
族
」の
拡
大
に
よ

る
事
務
手
数
料
確
保
な
ど
を
推
進
す
る

一
方
、
令
和
８
年
度
の
地
域
運
営
組
織

の
法
人
化
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

人
口
減
少
・
高
齢
化
は
今
後
１
０
０

年
続
く
と
言
わ
れ
る
。
人
口
を
奪
い
合
い
、
経
済
を

競
い
合
う
先
に
あ
る
の
は
、
競
争
に
明
け
暮
れ
る
勝

ち
組
地
域
と
負
け
組
地
域
の
消
滅
で
し
か
な
い
。
敷

島
自
治
区
は
、
都
市
に
暮
ら
し
な
が
ら
山
村
の
価
値

を
享
受
す
る
人
々
と
共
に
創
る
、
楽
し
い「
あ
し
た
の

ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
」の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と

を
宣
言
し
、
実
践
を
続
け
る
。

（
し
き
し
ま
の
家
事
務
局
長　
鈴
木
辰
吉
）

連日賑わうカフェ「ふらっとyui」には老若男女が集い、つながるこ
とから新たな「こと」が始まる。（2024.5.25）

農作業体験などもできる「しきしまの家・自給家族」は、今秋までに200家族の加入を目指す。
（2024.6.1）


